
 

  
 2018年原水爆禁止国民平和大行進・富

山→広島コースが 6月 7日、富山県朝日

町を出発しました。 

 朝日町役場前の出発集会で増川利博県

労連議長があいさつし「核兵器禁止条約

が採択され、58カ国が調印、10カ国が批

准している。世界の核兵器廃絶の流れに

背を向ける日本政府の姿勢を変え、条約

へ の 調

印・批准

を求める

世論を高

めよう」

と訴えま

した。 

全国通し行進者の米山幸子さん（左写真）は「通し行進は 3回目。

最初に登った山が立山で、富山のスタート地点に立てたのはとても幸

せ」とあいさつしました。 

朝日町の笹原靖直町長や県被爆者協議会などのメッセージが紹介さ

れました。 

行進参加者は朝日町、入善町、黒部市をパレードし、「ヒバクシャ国

際署名」と被爆者援護・連帯の募金活動をおこないました。 

和歌山から三重へ引継ぎ 
 2018 年原水爆禁止国民平和大行

進・和歌山→広島コースは6月8日、

三重県最南端に位置する紀宝町で和

歌山県実行委員会から三重県実行委

員会に引き継ぎました（左写真）。 

コープわかやまの新宮支所長（右

写真中央オレンジ色のタスキをかけ

た男性）から、コープみえのリレー

行進者にもタスキが繋がりました。 

 

とりくみの写真や記事を antiatom55@hotmail.comまでお送りください。 
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